





















































































































































大里  浩秋（非文字資料研究センター  研究員／研究班代表） 　
租界研究で目ざすこと�
個�別�共�同�研�究�
中国・韓国の旧日本租界�
　私たちが中国における旧日本租界について関心を持っ
てから、10年余りが経過した。最初は、近代以降の杭州
における日本人の存在の仕方に興味があったり、上海に
おける近代都市の形成過程に興味があったりして、それ
ぞれが別個に調べていたのであるが、それらのテーマが
いずれも旧日本租界と密接に結びついたものであること
に気がつき、他の都市に作られた租界を含めて一緒に調
べようということになり、数人が学内共同研究助成を得
て手探りの調査を開始した（2001年）。2年後に助成が終
って、2003年に共同研究の中間報告を「特集―戦前中国
における日本租界研究」のタイトルで『人文研究』149号
に発表した。しかし、これでは全く不十分であることは
書いた当人たちが知っており、もっと調査を続けて補強
しなければと考え、ほかの名目で得ていた助成を援用し
ていくつかの地に出かけて資料を集めた結果、先に発表
した内容に改訂を加え、建築学の見地からの論文を得、
さらに中国で租界研究で成果をあげている学者の論文を
得、うしろに関連資料を並べた、中間報告の第2弾『中国
における日本租界―重慶・漢口・杭州・上海』（御茶の水
書房、2006年）を公刊することになった。�
　この本のまえがきで大里が書いたことは、日本租界の
中身やそれについての戦前戦後の研究状況、私たちが目
ざしたことは何かを簡単にまとめたものなので、若干の
リライトをした上で以下に引用する。�
　「日本が当初租界を置いたのは、下関条約で清国に認め
させた重慶、沙市、蘇州、杭州の四地であるが、そのう
ちの沙市は準備を進めたものの開設するまでに至らなか
った。続いて、天津、漢口、厦門、上海、福州などにも
租界を置こうとした。下関条約以降の中国側との交渉で、
すでに他国が租界を置いている港に日本も置ける権利が
あることを認めさせていたからだが、実際に租界を置い
たのは天津と漢口だけだった。他の地でも準備はあって、
例えば上海の場合、租界を開くべくいろいろ画策したも
のの、結局は単独の租界を持つことはあきらめて、共同
租界中の一角に独特な日本人社会を作ることになり、そ
れを「日本租界」と通称したのである。正式に日本租界
を名乗りかつ運営されたのは重慶、蘇州、杭州、天津、�
これまで取り組んだこと�
